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③
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け
る
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徒
の
育
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学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
能
力
の
育
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➀基礎・基本の徹底 

教務 

 

 

 

 

１年 

２年 

３年 

 

 

生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書 

・主体的に考え、学ぶことのでき 

る生徒の育成 

 

 

 

 

・学力や専門性が高まるよう主体的に学んでいる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 1 2.9 75 B 

A 

・定期試験や検定に向けて専門性が高

まるよう意識して取り組んでいる様

子がうかがえる。一方，日常的な学習

に取り組んでいない生徒が一定数い

る。【教務】 

・生徒育成委員会や、担任が副担任や

学年付きの先生方や教科担当と担任

など個別の共有は各教員が行ってい

たが「教科担当者会」などの共有の場

を設けて議論する機会が少なかった。

その結果、連携不足と感じる教員が多

かったように思う。【学年】 

・基礎学力の向上について、教科担当

と担任が個々の生徒の情報共有や必

要な支援についてしっかりと情報共

有を行い連携できた。学習の支援が必

要な生徒に対して、長期休業中や放課

後などを利用した早期の対応が不十

分であったと感じている。【学年】 

・『校則や学校・クラスのルール・マナ

ーを守っている』について、生徒の回

答は Aに対して、保護者や教職員の回

答は Bであり、規範意識の向上が必要

と考える。【生徒】 

・「読書習慣を確立する」は概ね高い評

価を得ることができた。【図書】 

・日常的に学習する仕掛けを

全教科で考えて取り組む必

要がある。単元テストの有効

な活用も検討する必要があ

る。【教務】 

・担当者会や拡大学年会を開

き情報共有をもっと密にす

るべきだった。【学年】 

・生徒と個人面談の回数増加

や担当者会などの共有の場

を設けて生徒が必要として

いる支援を把握する【学年】 

・定期考査や小テストの結果

をもとに学習の遅れを早期

に把握し、適切な支援につな

げる。放課後や長期休業中の

補習を充実させ学力の向上

を図る。【学年】 

・頭髪服装検査の頻度をすで

に今年２月から各学期に１

回ずつ増やすこと、生活安全

委員が検査に関わることで、

意識の向上を図る。【生徒】 

・朝読書の取り組みをよりよ

くするため、学年部とさらに

連携する。【図書】 

A 

・生徒が主体的に学習に取

り組んでいることや、社会

人としてのマナーや身だ

しなみふるまいを身につ

けさせること、自己肯定感

の醸成を図ることについ

て、一部の項目で低い評価

がみられるが、基礎学力の

向上、主体的に行動ができ

るように学習面をはじめ、

出商デパート等の学校行

事などにおいて精力的に

励んでいる。 

 

 

・人権教育について生徒の

評価は高いが保護者の評

価は低くなっている。学校

の取り組み、学校の様子が

伝わっていないと考えら

れるので、家庭で生徒から

保護者へ学校の様子が伝

わるようにすることがで

きないか考えてほしい。 

 

 

・学校での取り組みをホー

ムページ、インスタグラム

を活用したり、保護者への

連絡にＳＮＳ等の活用を

検討し、学校での活動を保

護者にきちんと伝えるよ

うにしてほしい。 

・生徒の学力向上に向け、適切かつ効果的な指導・支援を行

っている割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 9 2.9 81 A 

・教科担当と連携した基礎学力

の向上 

 

・教科担当、担任、学年部等と連携した基礎学力の向上 

教員ｱﾝｹｰﾄ 10 2.7 64 C 

・社会人として通用する挨拶 

マナー・身だしなみ・ふるまい 

の習慣化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・読書習慣を確立する。 

・校則や学校・クラスのルール・マナーを守っている 生徒ｱﾝｹｰﾄ 13 3.5 92 A 

・登下校時、交通ルールや自転車マナーを守っている 生徒ｱﾝｹｰﾄ 14 3.6 95 A 

・生徒は、校則や学校・クラスのルールやマナーを守って生

活している。 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 12 2.9 71 B 

・服装・頭髪指導等によって生徒の身だしなみが整っている

と考える教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 18 2.7 70 B 

・自転車点検や交通安全街頭指導により交通ルール・マナー

が向上していると考える教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 21 2.9 89 A 

・朝読書にしっかり取り組んでいる生徒の割合 生徒ｱﾝｹｰﾄ 19 3.1 76 B 

・書籍等の充実が図られ、読書指導の推進がなされていると

感じる教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 30 3 88 A 

②自己有用感・肯定 

感の醸成 

全 ・全ての活動により自己有用感 

の醸成を図る。 

・出商デパートや学園祭などの学校行事において、自分は人

の役に立っていると思う生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 31 3.1 80 A 

B 

・日々の授業の中で自己肯定感を高め
る学習が概ねできている。【教務】 
・出商デパートを始めとする様々な行
事での体験や、部活動等で、役割を果
たすことで、自己有用感、自己肯定感
が育まれていると考える【学年】 
・3年生は学校行事においてリーダー
シップを発揮する機会が多く、自らの
役割を果たし、人の役に立つことを実
感する場面が多かった。その結果、自
身の長所を伸ばし、自信を深めること
につながった。【学年】 
・自尊感情スケール（SOBA セット）を
１年入学時に実施したことにより、担
任が個別の自尊感情を把握し、その後
の支援に役に立てることができた。
【生徒】 
・面接指導などを通じて、生徒自身が
自分の長所に気づくことができた。
【進路】 
・学校行事や特別活動への参加をため
らい、保健室で過ごす生徒は少なかっ
た。【保健】 
・様々な活動に通して主体的に活動す
るよう促すことができ、肯定感、自己
有用感の醸成につながった。【魅力】 
・自己肯定感はおおむね達成できてい
るものの一部の生徒の学校生活不適
応観が認められる。【人権】 

・日々の授業に，「できないこ
とができるようになった」と
いう経験を繰り返すことで，
自己肯定感を上げる取り組
みが必要である。【教務】 
・自己有用感や自己肯定感が
育まれるよう場面を増やし
ていきたい。【学年】 
・課題研究や探究学習を活用
し、地域と積極的に関わる機
会を増やし、生徒がより多様
な場面で自らの力を発揮で
きるようにする。【学年】 
・全学年で年度当初に実施す
ることを推奨する。【生徒】 
・面接指導などを通じて、自
分が社会にどう貢献したい
か考えさせたい。【進路】 
・個別の配慮をしながら、集
団での生活が円滑に進むよ
うに支援する。【保健】 
・探究活動等においてさらに
自己肯定感が高まるよう主
体的な活動の場面を増やし
ていきたい。【魅力】 
・各分掌、学年部、部活動顧
問等の間で、日頃からの情報
共有やチーム対応などの連
携を一層図る。【人権】 

B 

・全ての活動により自己肯定感 

の醸成を図る 

・学校生活で自分の長所を伸ばす・増やすことができたと感

じる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 29 3.0 76 B 

③確かな人権感覚の 

涵養 

人権

教育 

・人権意識を高揚させ、心身とも 

に健康で文化的な学校生活が 

送れるようにする。 

・人権に配慮した言動をしている生徒の割合 生徒ｱﾝｹｰﾄ 24 3.2 82 A 

B 

・生徒による評価は良好であるが、保

護者による評価はかなり低い。 

・HP やメール等による取り

組み報告や啓発を定期的か

つ即応性を持って取り組む。 
B 

・学校生活の中で自分の人権が守られていると感じる生徒の

割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 25 3.2 80 A 

・本校が人権を尊重する心と態度を身に着ける人権教育を推

進していると考える保護者の割合 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 10 2.5 54 C 

  



 

 

④人格形成の場とし 

ての生徒会活動・ 

部活動の推進 

生徒 ・生徒会活動を見直し、活性化さ 

せる。 

 

 

・部活動への積極的な参加を促 

し活性化させる。 

・生徒会・各種委員会が積極的・意欲的に活動していると感

じる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 16 2.9 72 B 

B 

・『部活動に積極的に取り組んでいる』

と答えた生徒の割合は高いが保護者

は低い。また、生徒会・各種委員会に

ついては生徒・保護者ともにBである。 

全ての生徒のニーズに応じることは

難しいが、おおむね評価できる。 

・生徒会や各種委員会の活動

について、『例年通り』ではな

い活動を検討していく。 

B 

 

・生徒会・各種委員会が主体的に文化祭・体育祭等の行事に

取り組むための指導・支援と感じる教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 20 3 80 A 

・部活動や生徒会活動に積極的に参加・活動できるような環

境作りをしていると考える保護者の割合 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 9 2.8 70 B 

・部活動に積極的に行っていると考える生徒の割合 生徒ｱﾝｹｰﾄ 15 3.3 86 A 

身
に
つ
け
さ
せ
た
い
資
質
・
能
力
の
育
成 

①主体的・協働的・創 

造的な探究学習の 

推進 

教務 

 

商業 

魅力 

・主体的、対話的で深い学びの実 

現を目指し、研究に努める 

・地域の特徴を理解させ、探究活 

動を通じて問題解決能力を育 

成する。 

・各学年において目標を定め、 

３年間を通じた育成を図る。 

・主体的、対話的で深い学びを意識した授業を展開した教員

の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 14 2.9 86 A 

B 

・日々の授業の中に，主体的，対話的

で深い学び」を意識して，日々の授業

に取り組んでいただいている。【教務】 

・探究αでは、基礎的な情報収集能力、

活用能力などのミニ探究を通して探

究の基盤づくりができた。それをベー

スにβでは地域課題に焦点を絞り地

域に目を向けた探究活動をすすめる

ことができた。【魅力】 

・県が主催する協調学習の研

修会への積極的な参加や，校

内授業公開を通して，ICT 機

器の活用や主体的，対話的で

深い学びについて今後とも

研鑽を積み続ける必要があ

る。【教務】 

・探究活動において生徒がさ

らに主体的で意欲的に活動

できるよう、教員の支援の在

り方を見直し適切な指導体

制について検討する。【魅力】 

B 

・探究学習βでは幅広い大

人とふれあい、出雲市の課

題について考え、出雲市を

より魅力的にしようとし

ているところは今後もす

すめてほしい。 

 

 

・生徒の図書館活用の評価

が低いので、改善のために

高校生が図書室に足を向

けやすくしたり、入りやす

くしたりする工夫をして

ほしい。また、探究学習で

使うような本、資料集、写

真集、雑誌なども揃えると

探究学習のために図書館

を活用したり、探究学習の

活用がすすんだりするの

ではないだろうか。 

・１年生：「α」の授業で、探究的な学びの基礎が身についた

と感じる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 26 2.9 68 B 

・2 年生：「β」の授業において地域の現状や課題に興味・関

心を持ち意欲的に取り組むことができたと感じている生徒

の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 27 3.1 73 B 

・「課題研究」の授業において課題解決型の学びや探究的な学

びにより自己の成長を感じている生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 28 3.2 80 A 

②学習内容と指導の 

充実 

教務 

 

 

 

１年 

２年 

 

  

図書 

 

・日々の授業の教材研究を充実 

させる 

 

 

・クロームブック等ICT機器を活 

用し、生徒の学びを深める 

 

 

・図書資料、新聞、データベース 

等を活用するなど、図書館を活 

用し、生徒の学びを深める。 

・教材研究に積極的に取り組んでいる教員の割合 教員ｱﾝｹｰﾄ 8 2.9 75 B 

B 

・教員の教材研究他，授業に対する

様々な準備が不足していることを伺

わせる。【教務】 

・教員の多くが PC を用いて授業をし

ており、教材の配布や課題提出、意見

の集約や探究αなどの協働学習など、

授業づくりに工夫がみられる。行事も

含め生徒のクロームブックを活用す

る場面もだんだんと増えているが、教

員間での差が感じられる。【学年】 

・学校生活に図書館を利用できる生徒

が少し少なかった。【図書】 

・教員の多忙もあり，授業準

備不足をうかがわせる。科目

担任個人の教材研修だけで

なく，教科内での情報交換，

先輩教員による若手教員へ

の日常的なアドバイス，校外

で開催されている研修への

積極的参加など授業への準

備時間がとれる，働き方改革

も必要と考える。【教務】 

・ICT 活用について教員間で

の情報共有がさらに必要で

あると考える。クロムブック

はさらに活用を授業や行事

など様々な場面で考えたい。 

生徒自身も操作について自

信がない生徒もいると考え

られるので、個別の支援も必

要だと考える。【学年】 

・探究学習などの授業で、図

書館の活用を促すように授

業担当者と連携を強める。授

業のみならず、朝読書などで

もさらに図書館を利用でき

るよう工夫していく。【図書】 

B 

・先生は授業内容が理解しやすいよう、教材等工夫をしてい

ると感じている生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 2 2.8 68 B 

・ICT 機器等を活用する等、学習内容に興味関心が持てる工

夫した指導が行われていると感じる生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 3 2.9 73 B 

・クロームブックを積極的に活用した授業を実施している教

員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 16 2.9 74 B 

・図書・情報教育推進のための働きかけが見えたと回答した

教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 31 3.2 91 A 

・自分の学校生活に図書館、図書資料、新聞等を利用するこ

とができる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 20 2.6 55 C 

④専門性の深化 

商業 ・検定合格率を向上させる。 

 

・一つ上を目指す資格取得に挑 

戦させる。 

 

・出商デパートの開催。 

・商業科：3 年次 2 月初旬までに 1 級 3 種目以上取得者数が

学科の 40%以上 日商簿記検定 2級取得者 15 名以上。 
校内統計 ― ― B 

A 

商業科：3種目（36/118）31％ 

日簿２級 18 名、I ﾊﾟｽ 1 名 

情報処理科：3種目（9/38）24％ 

日簿２級 3名、基本 3名 I ﾊﾟｽ 1 名 

※3 種目について達成人数 

商業科２年：31 人 ３年：36 人 

処理科２年：12 人 ３年： 9 人 

・２年次目標を達成する生徒

が多く、３年次の任意受験の

結果が伸び悩んでいる。授業

での、呼びかけを強化する。 

・担任と取得状況の情報共有

により、全体と個別の呼びか

けを行う。 

A 

・情報処理科：3 年次 2 月初旬までに 1 級 3 種目以上取得者

数が学科の 40%以上 基本情報取得 5名 IT ﾊﾟｽ・ｾｷｭﾏﾈ取

得 10 名応用技術 1名以上。 

校内統計 ― ― C 

・商業の知識や技術を出商デパート（１年生はゆめタウン出

雲での実習を含む）で活用できたという生徒の割合。 生徒ｱﾝｹｰﾄ 32 3.3 87 A 

学
び
を
支
え
る
安
心
安
全

な
環
境 

①安全意識の高揚 

総務 

 

 

 

生徒 

・防災教育、避難訓練の実施 

（年３回） 

 

 

・街頭指導（交通安全運動週間） 

・自転車点検（年１回） 

・安全に関わる情報の周知徹底 

・出雲警察署との連絡・協力 

・災害発生時に適切に行動し、安全に避難することができる

生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 6 3.3 86 A 

A 

・年３回（学期に１回）の訓練を行
った。それぞれの学期に目的をもっ
て実施することができたと考えてい
る。【総務】 
・生徒自身の評価は高いが、毎年苦情
の連絡がある。【生徒】 

・今後も訓練を行い生徒の避 
難の訓練と教職員による避
難誘導の訓練を積み，安全に
避難できるようにしたい。ま
た，島根原発３０キロ圏内に
立地している学校として，原
子力防災訓練の導入も検討
したい。【総務】 
・『生徒指導だより』で危険箇
所や規範意識の高揚を図る。
【生徒】 

A 

 

・防災避難訓練が生徒や教職員の危機管理意識を高める機会

につながっていると考える教職員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 6 2.8 75 B 

・登下校時、交通ルールや自転車マナーを守っている 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 14 3.6 95 A 

  



 

 
②生徒理解に基づく 

組織的な対応 

教務 

生徒 

保健 

・教育相談を充実させ、課題を抱 

える生徒の早期発見と適切な 

対応を行う。 

・個別の生徒の状況を把握し，必 

要な支援を協議して，共通理解 

のもとで支援を行う。 

・保護者や先生、友人に悩みを相談したり、スクールカウン

セラーに話を聞いてもらったりして、悩みごとに適切に対

応している生徒の割合。 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 12 2.7 58 C 

B 

・支援の必要な生徒への対応と周囲の
生徒への理解を求めることに時間が
かかっている。【生徒】 
・今年度は気になると名前のあがった
生徒や、相談があるとアンケートに答
えた生徒について、年度当初と学期末
ごとに保健相談部の面談を計画して
その結果を学年会や担任と共有した。
教員の声がけでＳＣにつながる場合
が多く、ＳＣ等に自分から申し込むも
のは少ないので、保健室等への来室の
機会に声がけをして、相談しやすい雰
囲気を示していく必要がある。【保健】 

・『自立活動』（増単位）の実
施を検討する必要があると
考える。【生徒】 
・保健相談部による定期面談
を充実させる。 
・月１程度の相談日を設け
て、希望者の相談を聞く窓口
としての機会を設ける。 
・学年会、担任、ＳＣやイン
クルーシブ拠点校と連携し
て対応していくとともに、関
係機関との連携について保
護者への情報発信をする。
【保健】 
・学校に来にくい生徒への支
援として，遠隔授業の活用な
ど，文部科学省の指針に基づ
き様々な支援を行う体制を
検討し，可能なところから実
施する。【教務】 

B 

・気になる生徒への支援を

関係者と協力して行って

いると考える教員の割合

が高い評価であることに

対し、保護者や先生、友人

に悩みを相談したり、スク

ールカウンセラーに話を

聞いてもらったりして、悩

みごとに適切に対応して

いる生徒の割合が低いの

は、悩みを持って相談を行

いたいと考えている生徒

への対応が十分ではない

ため、普段から面談等によ

り生徒の話を聞く機会を

充実させてほしい。 

・生徒は悩みを誰かに相談できていると感じている保護者の

割合。 
保護者ｱﾝｹｰﾄ 15 3.0 78 B 

・気になる生徒への支援を関係者と協力して行っていると考

える教員の割合。 

教員ｱﾝｹｰﾄ 33 2.9 81 A 
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➀明確な進路目標の 

決定 

進路 ・年間行事予定に沿って企業説 

明会・進路ガイダンスを実施す 

る。また、希望者対象ガイダン 

ス等を実施する。 

・第２回進路希望調査による進路希望未決定者の割合 

      （１年生：20％未満 ２年生：10％未満） 

校内統計 
1 年 

2 年 

13 

5 

A 

A 
A 

・１年生は大学見学、1，2年生では進

路学習などで、将来について考えるこ

とができた。 

・年間計画にない「大学生との進路懇

談会」では参加した 2年生の希望者は

大学生から刺激を得ることができた。 

・担任の先生方には生徒や保

護者との丁寧な面談をして

いただいた。LHR などを活用

し、進路について考える機会

を設ける。 

A 

・適切な進路情報が提供さ

れていると感じている保

護者の割合が低く評価さ

れているが、さまざまな進

路にかかわる活動が行わ

れているので、進路にかか

わる活動や学校からの上

方提供が保護者にきちん

とつたわるような取り組

みをおこなってほしい。 ②望ましい職業観の 

育成と学年段階に 

即したキャリア計 

画の実施 

進路 ・進路集会、ＬＨＲ等で計画的・ 

継続的な進路指導の実施 

・教職員全員での小論文指導、面 

接指導の実施 

・進路集会、ＬＨＲなどの機会を通して企業情報、求人情報

や入試情報など、進路決定に必要な情報が提供されている

と感じる生徒の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 9 3.0 75 B 

B 

・3 年生の小論文、面接指導について

は先生方には大変お世話になりまし

た。ありがとうございました。7月に

担当者の割り振りをしたが、動き出す

のが遅い生徒もいて、十分な指導がで

きなかった生徒もいた。 

・年間計画になかった小論文指導研修

会に多くの先生方が参加し、小論文指

導に活用していただいた。 

・1，2年生については、学年

部と連携をとり、進路に関す

るLHRの年間計画を４月に立

て、実行する。 

・3 年生については、進路実

現に向けて、早めに動き出す

働きかけをしたい。 

B 
・入学・採用試験に向けて小論文・面接指導を適切に実施し

ていると感じている教員の割合 
教員ｱﾝｹｰﾄ 27 3.1 83 A 

・個に応じて適切な進路指導が実施されていると感じる保護

者の割合 保護者ｱﾝｹｰﾄ 8 2.6 57 C 

③進路情報の提供と 

活用 

進路 ・情報冊子（面接、小論文等）の 

選定・購入・利用を薦める。進 

路通信等を活用し、生徒・保護 

者に求められている情報を迅 

速に提供する。 

・進路決定に必要な情報が提供され、自己の進路について深

く考えるようになった生徒の割合 
生徒ｱﾝｹｰﾄ 10 3.0 75 B 

B 

・「進路の手引き」を生徒に配布してい

るが、保護者がその存在を知らないこ

とが考えられる。就職については 2年

生希望者に Handy への登録を勧めた。 

・「進路の手引き」を生徒ポー

タル等で掲載し、面談等で周

知し、保護者とともに生徒の

進路を考える一助としたい。 

B ・適切な進路情報が提供されていると感じている保護者の割 

合 保護者ｱﾝｹｰﾄ 7 2.5 54 C 

学
校
と
地
域
と
の
協
働 

①魅力化コンソーシ 

アムと学校運営 

魅力 ・地域の方や外部指導者と連携 

をした授業展開をコーディネ 

ートする。 

・身の回りの課題に気づき、課題 

解決をしようとする生徒を育 

成する。 

・「地域の課題解決法について考える」認識 70% 魅力化ｱﾝｹｰﾄ  54 C 

 

・コンソーシアム役員の方々に協力し

ていただき、βの講師派遣を実現する

ことができた。 

・地域課題をテーマとして探究活動を

行ったので地域のことを考えるきっ

かけを作ることができた。アンケート

の結果もC評価ではあるものの昨年よ

り 10 ポイントアップした。 

・魅力化アンケートを７月に

行っているので、できれば年

度末にも行い認識がどう変

化したかをリサーチしたい

が、行事が多く時間の確保が

課題である。また、他教科で

も地域課題に触れる機会が

あるとよいのではないか。 

 ・オープンスクールに多数

の中学生が参加している

ことは本校の魅力を表す

良い数値である。 

・地域の魅力や資源、課題について考えることがあった生徒

の割合 

生徒ｱﾝｹｰﾄ 30 2.9 70 B 

②小中学校との連携 

総務 ・オープンスクールを開催し、本 

校の魅力を体感してもらう。 

・オープンスクール参加者が募集定員の２倍を上回るようＰ

Ｒする。 

校内統計 ― 

夏

302 

秋 54 

A 

 ・夏のオープンスクールの事後アンケ

ートで「参考になった」との回答が約 

97％を超えた。内容を含め，本校の魅

力が発信できたと考えている。 

 

・今後とも，HP や Instagram

等を利用しての情報発信に

努める。また，本校が行って

いる様々な校外活動を通じ

て本校の魅力をアピールし

ていきたい。 

 

次
年
度
へ
向
け
て
の
準
備 

①新しい学習基盤づ 

くり 

教務 

 

 

 

 

 

特活委 

 

 

 

魅力 

 

・３観点別評価や中間試験の実

施について、各教科及び学校全体

で議論を深め、本校が掲げる人材

の育成するための体制を確立す

る。 

 

・特別活動の評価のあり方につ

いて議論を深め、評価体制を構築

する。 

 

・「総合的な探究の時間」の実施

計画と体制を構築する。 

・3 観点評価や中間試験の実施等について、教科会、教科主

任会を通じて十分な情報提供や議論がされているがされて

いると考える教員の割合 

教員ｱﾝｹｰﾄ 15 2.4 53 C 

D 

・教科主任会が放課後に設定されてい

ることもあり，開催毎週開催すること

ができなかった。このこともあり，昨

年度より開催数が減少したことが，

様々なことを議論し情報共有するこ

とができなかった原因と考え，反省し

ている。【教務】 

・「α」は学年部、「β」は担当者会議

を通して打ち合わせを行ってきたが、

具体的な生徒支援の在り方や指導内

容について十分に共有することがで

きなかった。また、αβともに担当以

外の教員との共通理解が乏しかった。

関係部署との連携も十分に先を見越

して行うことができなかった。【魅力】 

・可能な限り教科主任会を授

業時間に計画し，毎週実施。

また，中間試験の廃止につい

ては，試験廃止が目的ではな

く，単元テスト等により，生

徒の切れ目ない学習が目的

であり，目的達成のための手

立てとして先生方の理解を

求めていきたい。【教務】 

・魅力化推進委員会の開催を

増やし、先生方へ経過報告し

一層の周知を図る。 

・探究活動の展開について今

年度を振り返り、来年度の展

開や教員支援の在り方につ

いてさらに検討する。【魅力】 

C 

・新しい学習指導要領や探

究学習の新たに取り組み

について、運用面で課題が

見受けられるので、改善を

進め、来年度は良い取り組

みを行ってもらいたい。 

・特別活動の評価のあり方について、議論がされて実施して

いると考える教員の割合。 教員ｱﾝｹｰﾄ 39 2.3 33 D 

・１・２年生「α」「β」が共通理解のもと実施されていると

感じる教員の割合。 

（「α」「β」は探究的な学びの時間） 

教員ｱﾝｹｰﾄ 17 2.2 35 D 

※「平均」欄は、評価（あてはまる＝４ ある程度あてはまる＝３ あまりあてはまらない＝２ あてはまらない＝１）を平均したもの 

※「評価」欄の基準は肯定的評価の％：Ａ＝８０％以上 Ｂ＝６５～７９％ Ｃ＝５０～６４％ Ｄ＝５０％未満 


